
（別紙３）

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 　　　13名（世帯数:12） （回答者数） 　　　　　　　　　　11名

～ 2025年　2月　10日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動がマンネリ化しないよう子どもたちが笑顔で通所でき
るよう取り組みます。

2

・保護者が安心して預けて頂けるよう取り組みます。

3

・保護者が気軽に子どもたちの様子を見てもらえるよう努め
ます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・今後HPを検討します。

2

・今後は直接情報共有する場を作り共通認識を深められるよ
う取り組みを検討します。

3

・今後はペアレント・トレーニングの実施や子どもたちの様
子を参観ができるよう保護者会を検討します。

○事業所名 preseed

○保護者評価実施期間 2025年　1月　14日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　14日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

・保護者会 ・保護者会は行われていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・HPを作成していない為Instagramにより活動や行事内容を
発信している。

・公表すべき資料等は事業所の入口横などに掲載し周知してい
る。

・保育園、幼稚園との共通認識 ・保育園、幼稚園は必要な場合のみ連絡を取り合い情報の共有
をおこなっている。

・５領域に基づく柔軟な療育 ・季節の行事に合わせ五感で楽しめる制作活動の提供。
・からいも植えや収穫する体験を通し土の感触を感じ収穫では
芋が出てくる楽しさや、芋の形や大きさに関心を持ちながら収
穫する楽しさを味わい芋が土の中で生⾧することを知る。

・個別に活動内容の報告 ・HUGで活動の様子を個別に写真と文章により発信してい
る。
・保護者からのコメントの返信があったりする事もある。

・親子の絆を深める取り組み ・親子の絆を深める取組として発酵食品の店⾧を招いて親子で
の味噌玉作りに参加してもらいました。親子で作った味噌汁一
杯を食べながら親子の絆が深まった一時でした。

事業所における自己評価総括表(児童発達支援)公表


